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「子育て支援サービスに関する調査」結果について（概要） 

 

平成 26年 3 月 13 日 

知事政策局 

厚生部 

１ 趣旨 

  子育て支援・少子化対策条例に基づく新たな基本計画の策定の基礎資料及び子育て家庭に対する支

援施策について検討するため、県内の子育て家庭の保護者を対象に、子育て支援サービスに関する調

査を実施したもの。 

 

２ 調査対象 

（１）対象者  県内の未就学児を持つ保護者 

（２）調査時期  平成 25 年８月 12 日～平成 25 年９月 13日 

（３）標本数  1,000（保育所 540、幼稚園 225、子育て支援センター等 235） 

（４）回答数  797（79.7％） 

※あわせて、小学生を持つ保護者についても調査を行った。 

標本数 360、回答数 294（81.7％） 

 

３ 結果概要 

（１）子育て支援サービスへの満足度（「満足している」＋「ある程度満足している」の割合）は高い。 

  幼稚園 86.4％ 保育所 86.3% 地域子育て支援センター90.2% 等 

   〔小学生を持つ保護者：放課後児童クラブ 66.6% とやまっ子さんさん広場 75.0% 等〕 

 

（２）身近で利用したいサービスとして、「子育てアドバイザー」「子育てサークル」へのニーズが高い。

特に若い親のニーズが高い。 

 

 

 

（人、％） 【複数回答】

回
答
者
数

子
育
て
中
の
母
親
が
集
う
サ
ー

ク
ル

子
育
て
に
つ
い
て
相
談
に
の

っ
て
く

れ
る
専
門
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

育
児
に
つ
い
て
の
実
習
な
ど
父
母
の

た
め
の
教
室

育
児
や
家
事
を
代
行
し
て
く
れ
る
訪

問
サ
ー

ビ
ス

親
に
か
わ
り
子
ど
も
を
保
育
園
等
に

送
り
迎
え
す
る
子
育
て
タ
ク
シ
ー

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

797         26.7        27.2        7.3          15.2        17.3        7.0         31.7       4.1         

～１９歳 1             100.0     100.0     -               -               -               -               -               -               

２０～２４歳 7             42.9        42.9        28.6        14.3        -               -               42.9       -               

２５～２９歳 90           44.4        34.4        11.1        8.9          13.3        5.6         30.0       3.3         

３０～３４歳 264         32.2        28.8        10.2        14.4        15.9        6.1         31.4       2.7         

３５～３９歳 284         20.1        21.5        4.2          17.6        20.8        9.5         31.3       7.4         

４０歳～ 150         18.0        30.0        4.7          16.0        16.7        5.3         33.3       1.3         

１人 222         39.6        40.1        14.4        14.9        14.4        6.3         20.3       1.8         

２人 413         22.5        24.5        5.1          14.3        18.6        7.7         37.5       4.1         

３人 131         19.1        16.8        3.1          19.1        16.8        6.1         35.1       3.8         

４人以上 21           28.6        19.0        4.8          19.0        33.3        4.8         33.3       -               

全体

年
齢

現
在
の

子
ど
も
の
数

資料３ 
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（３）理想の子どもの数は、約半数が「３人」。しかし実際に欲しい子どもの数は、約半数が「２人」と、

ギャップがある。実際にほしい子どもの数を「３人」とする割合は、前回より増加している。 

 

≪子どもの数≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪実際に欲しい子どもの数 前回比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）子どもを増やすにあたっての課題は、「子育てや教育にお金がかかりすぎる」がトップ。この回答

割合は、母親が主婦でも常勤でもほぼ変わらない。 

 

 

（人、％） 【複数回答：3】

回
答
者
数

子
育
て
や
教
育
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ
る

保
育
サ
ー

ビ
ス
が
整

っ
て
い
な
い

雇
用
が
安
定
し
な
い

働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
る
職
場
環
境
が
な
い

自
分
の
昇
進
・
昇
格
に
差
し
支
え
る

家
が
狭
い

子
ど
も
が
の
び
の
び
育
つ
社
会
環
境
で
な
い

自
分
ま
た
は
配
偶
者
が
高
年
齢

こ
れ
以
上

、
自
分
ま
た
は
配
偶
者
が

育
児
の
心
理
的

、
肉
体
的
負
担
に
耐
え
ら
れ
な
い

妊
娠
・
出
産
の
と
き
の
身
体
的
・
精
神
的
な
苦
痛

健
康
上
の
理
由

配
偶
者
の
家
事
・
育
児
へ
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

そ
の
他

特
に
な
い

無
回
答

797  74.8  11.7 15.7 40.9 1.1   11.4  11.2  22.5 18.3 11.3  3.6   11.7 7.4   1.4   2.4   

主婦 243  72.8 11.5 15.2 39.1 - 12.8 12.3 17.3 16.0 13.2 4.9 10.7 6.2 1.6 3.3 

学生 1      100.0 - - 100.0 - - - - 100.0 - - - - - - 

勤め（常勤）
　※育児休業中含む

262  73.3 14.5 13.0 41.2 2.7 9.2 9.9 26.7 21.0 10.3 3.4 13.7 9.9 0.8 0.4 

勤め（パート、
         アルバイト）

226  78.8 8.4 20.4 43.4 0.4 11.5 11.1 21.7 19.5 10.2 2.7 11.9 6.2 1.8 2.7 

自営業・家業 34    58.8 8.8 5.9 32.4 2.9 11.8 8.8 29.4 17.6 20.6 2.9 8.8 8.8 2.9 11.8 

その他 5      60.0 40.0 20.0 40.0 - 20.0 - 40.0 - 20.0 - - - - - 

全体

母
親
の
職
業

0.0 

0.1 

0.4 

27.9 

3.8 

6.6 

51.8 

34.4 

49.8 

16.4 

49.8 

33.2 

2.6 

8.5 

5.6 

1.3 

3.4 

4.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の子どもの数

理想の子どもの数

実際に欲しい子どもの数

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答
N=797

0.4 

0.5 

6.6 

19.0 

49.8 

57.0 

33.2 

20.6 

5.6 

2.5 

4.3 

0.4 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(H25)

N=797

前回(H19)

N=809

０人 １人 ２人 ３人 ４人以上 無回答

実際に欲しい子どもの数
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（５）子育てを支援する施策としては、「保育料等の支援、軽減」の割合が高く、次いで、「子育てと仕

事の両立がしやすい職場環境の整備」、「教育費の支援、軽減」となっている。母親の職業が常勤で

は、「子育てと仕事の両立がしやすい職場環境の整備」がトップとなっている。 

 

 

 

 

  〔小学生を持つ保護者〕 

小学生を持つ保護者でも、高い割合を示す施策は変わらないが、「教育費の支援、軽減」がト 

ップ。次いで「保育料等の支援、軽減」「子育てと仕事の両立がしやすい職場環境の整備」となっ 

ている。 

   

 

 

 

（人、％） 【複数回答：3】

回
答
者
数

保
育
所
の
時
間
な
ど

、

 
　
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

保
育
料
等
の
支
援

、
軽

減

教
育
費
の
支
援

、
軽
減

小
児
医
療
の
充
実

小
学
校
入
学
後
の
放
課

後
の

　
　
　
　
　
　
預
か
り

時
間
の
改
善

育
児
休
業
を
取
り
や
す

い

　
　
　
　
　
　
　
職
場

環
境
の
整
備

職
場
復
帰
後

、
子
育
て

と
仕
事
の

両
立
が
し
や
す
い
職
場

環
境
の
整
備

再
就
職
の
支
援

子
育
て
相
談
施
設
等
の

充
実

子
育
て
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
若
い
こ
ろ

か
ら
の
教
育

そ
の
他

無
回
答

797  27.1  56.8 40.4 21.5 33.1 17.8  44.4  19.8 3.5   7.0    2.8   3.3   

主婦 243 27.6 58.0 44.4 21.4 19.3 18.1 42.0 29.6 5.3 5.8 2.5 3.7 

学生 1 - - 100.0 100.0 100.0 - - - - - - - 

勤め（常勤）
　※育児休業中含む

262 32.8 53.1 35.1 15.6 44.3 21.0 55.0 8.0 2.7 6.5 4.6 1.9 

勤め（パート、
             アルバイト）

226 18.6 59.7 38.5 27.4 34.5 17.7 38.1 23.0 3.5 9.7 1.8 4.4 

自営業・家業 34 23.5 47.1 44.1 35.3 32.4 8.8 44.1 20.6 - 2.9 - 5.9 

その他 5 20.0 60.0 60.0 - 40.0 - 20.0 40.0 - - - - 

母

親
の
職
業

全体

　　　 （人、％）　　   　【複数回答：3】

回
答
者
数

保
育
所
の
時
間
な
ど

、

　
　
多
様
な
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

保
育
料
等
の
支
援

、
軽
減

教
育
費
の
支
援

、
軽

減

小
児
医
療
の
充
実

小
学
校
入
学
後
の
放

課
後
の

　
　
　
　
　
　
預
か

り
時
間
の
改
善

育
児
休
業
を
取
り
や

す
い

　
　
　
　
　
　
　
職

場
環
境
の
整
備

職
場
復
帰
後

、
子
育

て
と
仕
事
の

両
立
が
し
や
す
い
職

場
環
境
の
整
備

再
就
職
の
支
援

子
育
て
相
談
施
設
等

の
充
実

子
育
て
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
若
い
こ

ろ
か
ら
の
教
育

そ
の
他

無
回
答

294 27.9 41.8 46.6 29.6 31.3 20.4 38.4 20.1 3.7 5.8 3.4 2.0

主婦 39 20.5 46.2 48.7 28.2 20.5 12.8 33.3 28.2 10.3 5.1 5.1 -

学生 - - - - - - - - - - - - -

勤め（常勤
　※育児休業中含む

102 28.4 39.2 41.2 28.4 43.1 26.5 54.9 15.7 1.0 3.9 4.9 1.0

勤め（パート、

　　　　　　 アルバイト）
106 24.5 43.4 50.9 33.0 27.4 19.8 35.8 28.3 3.8 5.7 1.9 0.9

自営業・家業 16 43.8 31.3 37.5 18.8 25.0 6.3 12.5 6.3 - 12.5 - 12.5

その他 - - - - - - - - - - - - -

母
親
の

職
業

全体
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39.2 

28.6 

7.5 

3.3 

8.8 26.9 

45.1 

5.3 

6.6 

1.3 

9.3 

8.8 

1.1 

1.8 

6.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

今回(H25)

N=227

前回(H19)

N=91

家事・育児に専念するため自発的にやめた

結婚、出産、育児を機に辞めたが、理由は結婚、出産等に直接関係ない

夫の勤務地や夫の転勤の問題で仕事を続けるのが難しかった

※前回調査 選択肢なし
仕事を続けたかったが、仕事と育児の両立の難しさでやめた

解雇された、退職勧奨された

子を持つ前と仕事の内容や責任等が変わってしまい、やりがいを感じられなくなった（な

りそうだった） ※前回調査 選択肢なし
その他

特にない

無回答

（６）母親の就業状況は、第 1子出産を機に、常勤が減少（63.5%→35.6%）。パート・アルバイトも減少

（20.7%→7.8%）。常勤を辞めた理由は、「家事・育児に専念するため自発的に」「仕事と育児の両立

の難しさで」。 

 

≪第１子出産 1 年前の就業状況≫ 

 

≪第１子出産 1 年後の就業状況≫ 

 

≪勤め（常勤）をやめた理由 前回比較≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）（６）で、仕事と育児の両立の難しさでやめた方の理由は、前回同様、「子どもの病気等で休まざ

るを得ない」がトップ。一方で、「手助けをしてくれる親族がいない」「育児休業がとれない」「育児

に対する職場の理解」は大きく低下している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの病気等で度々休まざるを得ないため

保育園等の開所時間と勤務時間が
              合いそうにもなかった（合わなかった）

自分の体力がもたなさそうだった（もたなかった）

手助けをしてくれる親族がいなかった

育児休業をとれそうになかった（とれなかった）、
            または会社に育児休業制度がなかった

育児に対する配慮や理解がない職場だった

家族がやめることを希望した

つわりや産後の不調など妊娠・出産に伴う
                                           体調不良のため

仕事による収入が保育料に見合わなかった

保育園等に子どもを預けられそうもなかった
                                       （預けられなかった）

その他

無回答

52.5 

37.7 

31.1 

31.1 

24.6 

23.0 

18.0 

16.4 

9.8 

3.3 

14.8 

1.6 

53.7 

36.6 

41.5 

43.9 

43.9 

41.5 

19.5 

14.6 

9.8 

7.3 

9.8 

0.0 

0 20 40 60

今回(H25) N=61

前回(H19) N=41

(%)

今回、前回 【複数回答】
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（８）子育てや家事の分担は、高い割合で妻が中心。なお、現在の子どもの数や実際に欲しい子どもの

数との関連は見られない。 

 

《子育て・子どもの世話》   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《家事》     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（９）子育てへの親からの支援は全国より高い割合で受けられている。しかも、子どもの相手・預かり

や、食事の支援、送り迎えなど直接子どもの世話をする支援を受ける割合が高い。 

   

 

  

31.1 

17.3 

38.9 

40.3 

12.8 

20.4 

11.9 

12.9 

4.3 

9.1 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

富山県(H25)

N=797

全 国(H23)

N=12177

とてもよく支援をしてもらっている よく支援してもらっている

どちらともいえない あまり支援をしてもらっていない

まったく支援をしてもらっていない 無回答

71.0 

32.7 

30.7 

28.9 

28.7 

17.4 

7.3 

1.9 

30.4 

35.2 

16.9 

27.0 

10.6 

8.9 

29.0 

0.0 

39.2 

43.6 

20.8 

29.9 

12.0 

11.8 

19.9 

0.0 

0 20 40 60 80

子どもの相手・預かり

物資（農産物など）の仕送り

食事の支援

金銭的な支援

子どもの送り迎え

家事の支援

ほとんどない

無回答

富山県(H25) N=797

全 国(H23)：夫側の親 N=10644

全 国(H23)：妻側の親 N=10843

(%)

もっぱら妻が行う

26.2%

主に妻が行うが、

夫も手伝う

60.6%

妻も夫も同じように

行う

9.8%

主に夫が行うが、

妻も手伝う

0.0%

もっぱら夫

が行う

0.0%

その他

2.3% 無回答

1.1%

N=797

26.2 

8.3 

26.8 

24.3 

26.4 

30.5 

28.6 

60.6 

62.5 

60.5 

64.0 

60.3 

56.5 

52.4 

9.8 

25.0 

9.3 

7.7 

10.7 

11.5 

9.5 

2.3 

4.2 

2.2 

3.2 

1.7 

1.5 

9.5 

1.1 

1.2 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=797

男性 N=24

女性 N=772

１人 N=222

２人 N=413

３人 N=131

４人以上 N=21

もっぱら妻が行う 主に妻が行うが、夫も手伝う 妻も夫も同じように行う

主に夫が行うが、妻も手伝う もっぱら夫が行う その他

無回答

【性別】

【現在の子どもの数別】

もっぱら妻が行う

47.1%
主に妻が行うが、

夫も手伝う
43.3%

妻も夫も同じように

行う

4.8%

主に夫が行うが、

妻も手伝う

0.0%

もっぱら夫が行う

0.0%
その他

3.8% 無回答

1.1%

N=797

47.1 

25.0 

47.8 

43.7 

47.7 

52.7 

42.9 

43.3 

66.7 

42.5 

45.5 

42.6 

43.5 

33.3 

4.8 

4.2 

4.8 

4.5 

5.6 

2.3 

9.5 

3.8 

4.2 

3.8 

5.4 
3.1 

1.5 

14.3 

1.1 

1.2 

0.9 

1.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=797

男性 N=24

女性 N=772

１人 N=222

２人 N=413

３人 N=131

４人以上 N=21

もっぱら妻が行う 主に妻が行うが、夫も手伝う 妻も夫も同じように行う

主に夫が行うが、妻も手伝う もっぱら夫が行う その他

無回答

【性別】

【現在の子どもの数別】
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（10）「子育てが楽しい」と答えた人は 58.8%で前回（H21：59.3%）とほぼ同程度。「楽しいと辛いが同じ

くらい」は 34.3%。若い層や、実際に欲しい子どもの数が多い層で「楽しい」と答える人が多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）子育てで負担・不安に思うことは、男女とも「子育ての出費」「将来の経済的負担」「自由な時間

がもてない」。また、「身体的負担が大きい」「精神的負担が大きい」「仕事が十分にできない」は、

男性より女性の割合が高く、その差は大きい。 

 

 

   〔小学生を持つ保護者〕 

     「将来の経済的負担」「子育ての出費」の上位２項目は男女とも同じであるが、次いで、男性 

    は「子どもの病気」、女性は「自由な時間が持てない」となっている。 

     ①将来の経済的負担 60.5%、②子育ての出費 48.0%、③自由な時間が持てない 32.3% 

      男性 ①将来の経済的負担 54.8%、②子育ての出費 38.7%、③子どもの病気 35.5% 

      女性 ①将来の経済的負担 61.2%、②子育ての出費 49.0%、③自由な時間が持てない 33.5% 

（人、％） 【複数回答：3】

回

答
者

数

子

育
て

に
よ
る

身
体

的
負
担

が
大

き
い

子

育
て

に
よ
る

精
神

的
負
担

が
大

き
い

子

育
て

の
出
費

が
か

さ
む

自

分
の

自
由
な

時
間

が
も
て

な
い

夫

婦
で

楽
し
む

時
間

が
な
い

仕

事
が

十
分
に

で
き

な
い

子

育
て

が
大
変

な
こ

と
を
職

場
の

人
が

　

　
　

　
　
　

　
理

解
し
て

く
れ

な
い

子

ど
も

の
病
気

将

来
予

想
さ
れ

る
子

ど
も
に

か
か

る

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　
経

済
的

負
担

負

担
・

不
安
に

思
う

こ
と
は

な
い

そ

の
他

無

回
答

797  22.1 25.0 34.4 44.0 10.2 15.1 4.8 26.5 49.3 3.0 5.1 3.4 

男性 24    12.5 12.5 66.7 41.7 12.5 4.2 4.2 25.0 62.5 4.2 4.2 - 

女性 772  22.4 25.4 33.4 44.0 10.1 15.4 4.8 26.6 49.0 3.0 5.2 3.5 

全体

性
別

58.8 

100.0 

85.7 

63.3 

61.0 

57.4 

53.3 

67.1 

57.6 

51.1 

47.6 

33.3 

49.1 

60.2 

61.1 

55.6 

34.3 

31.1 

34.5 

34.2 

38.0 

27.5 

33.9 

45.0 

52.4 

66.7 

39.6 

32.2 

34.0 

40.0 

3.8 

5.6 
1.5 

4.9 

4.7 

3.6 

4.6 
2.3 

9.4 

4.3 
2.3 

2.2 

0.9 

2.3 

0.4 

0.5 

1.2 

0.8 

0.5 

1.5 

2.2 

0.9 

1.4 

2.0 

0.5 

1.2 

0.8 

1.9 

1.3 

0.4 

1.4 

14.3 

0.8 

1.8 

2.0 

0.9 

1.5 

1.5 

0.8 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 N=797

～１９歳 N=1

２０～２４歳 N=7

２５～２９歳 N=90

３０～３４歳 N=264

３５～３９歳 N=284

４０歳～ N=150

１人 N=222

２人 N=413

３人 N=131

４人以上 N=21

０人 N=3

１人 N=53

２人 N=397

３人 N=265

４人以上 N=45

楽しいと感じることの方が多い 楽しいと感じることと辛いと

感じることが同じくらい
辛いと感じることの方が多い わからない

その他 無回答

【実際に欲しい子どもの数別】

【現在の子どもの数別】

【年齢別】
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（12）子育て費用の中で負担が大きいと感じるものについては、「保育費」「子どものための預貯金・保

険」を挙げる割合が全国より高い。他方、「食費」「医療費」等を負担と感じる割合は全国より低い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  〔小学生を持つ保護者〕 

小学生を持つ保護者では、「その他教育費（塾、習い事など）」「子どものための預貯金・保険」への 

   割合が高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

60.9 

38.1 

33.7 

23.1 

21.4 

20.4 

20.4 

17.7 

7.8 

7.1 

0.7 

2.0 

0 10 20 30 40 50 60 70

その他教育費（塾、習い事など）

子どものための預貯金・保険

食費

衣類・雑貨費

保育費

生活用品費

学校教育費

レジャー・旅行費

医療費

お祝い行事関係費

おこづかい

無回答

N=294
【複数回答：3】

(%)

55.6 

40.4 

37.0 

28.7 

26.6 

19.6 

16.2 

14.2 

11.5 

4.9 

0.4 

1.4 

22.3 

28.2 

44.9 

33.7 

28.9 

41.3 

25.6 

15.2 

14.4 

23.4 

4.9 

0.0 

0 10 20 30 40 50 60

保育費

子どものための預貯金・保険

その他教育費（塾、習い事など）

生活用品費

衣類・雑貨費

食費

学校教育費

レジャー・旅行費

お祝い行事関係費

医療費

おこづかい

無回答

富山県(H25) N=797

全 国(H23) N=12289

(%)

富山県、全国 【複数回答：3】
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（13）住居の状況については、子ども部屋として使える部屋数は、実際に欲しい子どもの数が多くなる

ほど多くなる傾向がある。 

 

 

〔小学生を持つ保護者〕 

 

 

（14）持ち家以外に住む人が持ち家を購入しようとするタイミングは「第一子が小学生になるとき」が

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもがもう１人生

まれる時

3.0%

子ども（第一子）が

保育園（幼稚園）

児等になるとき
3.7%

子ども（第一子）が

小学生になるとき

19.1%

子ども（第一子）が

中学生になるとき

3.4%

現在のところ、

購入するつもりは

ない
46.4%

その他

21.3%

無回答

3.0%

N=267


